
生 物 機 能 を 活 用 し た 環 境 負 荷 低 減 技 術 の 開 発

－作物が本来もつ機能等を活用した生産技術の開発－

１ 趣 旨

農林水産省では、これまでも「食料・農業・農村基本法」に掲げられた農業の持続

的な発展や農業の自然循環機能の維持増進を図るため、環境負荷を低減するための生

産技術の開発を実施してきたところである。

しかしながら、近年、国民の環境に対する関心の高まりや安全・安心な農産物への

ニーズが高まってきていることから、殺虫・殺菌剤、除草剤、化学肥料等の使用量を

低減するための技術開発を強化して推進する必要がある。

このため、本研究では、栽培植物自身が有する機能や生物間の相互作用といった生

物機能を活用した病害虫防除技術、養分吸収促進技術を開発するとともに、それら技

術を効果的に実施するためのセンシング技術を開発し、環境負荷低減技術の確立を図

る。

２ 内 容

（１）生物機能を活用した生産管理技術の開発

植物自身が持つ病害抵抗性を人為的に強化することによる病害防除技術、害虫の

天敵を誘引する物質を利用した害虫防除技術、微生物を活用して作物の養分吸収を

促進する技術など、作物が本来持つ機能や生物間の相互作用を活用した生産管理技

術を開発する。

（２）病害虫センシング技術の開発

生物機能を活用した病害虫防除技術を効果的に実施するため、フィールドサーバ

（温湿度等のほ場状況をモニタリングする装置 、フェロモントラップ（フェロモ）

ンを用いて害虫を誘引する装置）等を活用した病害虫発生予察技術を開発する。
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